





























































































































































































































































































男　子 4 1．27 3．33 0．381









男　　子 581 ，・1・・2128・・1 ii・1・1 798 1。37
女副 641 ・12353451491・11 1，101 1．72
　3．4　1占有当りの排水回数
　各大便器の排水時刻から，一回の占有毎に利用老が排
水を行う回数を求め，全測定期間（6日）の集計結果を
示したのが表一5である。男子の約70％が1回の排水であ
るのに対し，女子の場合は約50％が2回の排水を行って
いる。平均排水回数で比較すると，男子のL4回に比べ
て女子の場合はL7回と約30％多くなっている。一回の
排水当りの占有時間Tノは男子の場合4・0分，女子の場
合0・9分となり，便器用途の別が明らかに反映されてい
る。
　3．5　排水の到着率（2）
　各大便器の排水時刻から，1分聞当りの排水の到着率
を正時間毎に平均した結果を図一8に示す。男子の大便器
排水の到着率は9：00～10：00にピークがみられ，ピー
ク時にはすべての調査日において表一4の2値（0・381）
より大きくなっている。女子の便器排水の場合は11：00
～12：00及び17：00～18：00にピークがみられるが，表
一4の2値（0・828）より小さくなっている。
　3．6　同時使用数の確率分布
　男女各便所における同時使用大便器数の確率分布が次
式で示されるポアソン分布で近似することができるかを
検討した結果の一例を図一9に示す。
　　　　　　1）n　　　　Pn＝　　　　e－P
　　　　　　n1
　ここに，Pn：同時使用器数の確率分布，
数，P：1時間における使用時間率
（5）
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図一8　排水の到着率
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図一9（1）　同時使用便器数
　男女とも同時使用大便器数の確i率分布は概ねボアソン
分布で近似されると考えられる。特に，女子の場合はよ
く近似している。これは占有時間が短いために使用の確
率が小さくなったことによる。男子の場合は，使用頻度
が低い時間帯ではよく近似しているが，使用頻度が高い
時間帯ではボアソン分布よりも多くの同時使用になる傾
向がみられる。
　3．7平均排水間隔（T・）
　次式で定義される大便器の平均排水間隔を本調査結果
から算定した結果とHASS　206のそれとを比較したの
が表一6である。
恥一} （6）
　ここに，T・：平均排水間隔［∫］，　Tf：1排水当りの平
均占有時間［S／回コ，2：平均到着率［回／S］，T：平均占
有時間〔s］
　ピーク時間帯においては，男子の場合はHASS　206
の値より約2割短く，女子の場合はほぼ一致している。
4．結　　論
以上の調査結果及び考察をまとめると次になる。
（1）　利用者の到着率は，男子の場合は出社直後に，女
　子の場合は昼休み直前と退社直前にピー一クがみられ
　る。
（2）器具系の占有時間は，表一4の値に比べて，男子の
　　場合は長く，女子の場合は短かくなった。
（3）　1占有当りの排水回数は，男子の場合1回の排水
　　が約70％であるのに対し，女子の場合は半数が2回
　　の排水を行っている。
（4）排水の到着率にっいては，そのピーク時間帯の傾
　　向及び表一4の値との比較結果は（2）及び（3）と同
　　様であった。
（5）　同時使用数の確i率分布は，概ねポアソン分布で近
　　似できることが明らかとなった。
（6）平均排水間隔は，HASS　206の値と比べて，男子
　　の場合は約2割短く，女子の場合はほぼ一致してい
　　た。
（7）排水音測定の有効性が確認された。
　なお，本調査は本学科学技術研究所の重点研究および
建材試験セソター「住宅性能標準化のための調査研究
（委員長，東京理科大学斉藤平蔵教授）」の一環として行
ったものである。関係諸氏，調査の便宜をはかっていた
だいた大成建設設備部の野口正造，渡辺健一郎の両氏及
びAビルの関係者の方々，調査に協力いただいた元大院
学生の小寺隆司（現，ケー・シー・エス），元ゼミ生の
小林一文（現，三建設備），長峰健治（現，東洋熱学）
の諸氏に記して感謝の意を表します。また，東京大学謙
田元康助教授からは調査の計画・実行について適切な御
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図一9（2）　同時使用便器数
表一6　平均排水間隔
平均到着率　　　排水の
　　　　　　　平均到着率
て人／分〕　　　〔回／分〕
器具系の平　　1個の便器の
均排水間隔　　平均排水間隔
　』〔秒〕　　　、　〔秒〕
HASS　206の
平均排水間隔
　　〔秒〕「』
男　子 勤務　時間
s　ー　ク　時
0，173
O，360
0237
O，493
253
P22
　　1，013
f　　　　　487
600
女　子 勤務　時間
ピ　ー　ク　時
O．178
0．356
0．306
0．612
196
98
588
291
220
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’〆
助言を賜りました。謹んで感謝します。
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